
需要の増加、旅行者の期待の変化、テクノロジー
の発展が、地域の旅行市場を変えつつある
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回 答 者

業 種

市 場

調 査 期 間

アジア太平洋地域の
旅行業界には多くの
ビジネス チャンスと
複雑な課題が共存

1,250 人
の旅行業界関係者

オンライン旅行会社 (OTA)、ホテル、航
空会社、旅行管理会社 (TMC)、送迎サ
ービス、ロイヤルティ プログラム、金融
サービス

オーストラリア
中国
インド
日本
タイ

2026 年 3 月 26 日 ～ 4 月 1 日

アジア太平洋地域 (APAC) は世界的に見
ても最も急成長している旅行先の 1 つで
すが、同時に最も複雑な地域の 1 つでも
あります。細分化された市場、コンテンツ
のローカライズの必要性、好まれる決済
手段とロイヤリティ プログラムの多様性、
新たな予約動向の出現など、さまざまな
要因が絡み合っているため、成長の可能
性を見出すことは簡単ではありません。
旅行者が期待するものも、市場によって
大きく異なる場合があります。そのため、
この地域全体で通用する 1 つの戦略を策
定することは困難です。

アジア太平洋地域の旅行ビジネスで業績
を伸ばすためには、その規模やビジネス 
チャンスを把握するだけでは不十分です。
旅行者が期待することの変化に迅速に対
応しながら、すべての市場で、旅行者が好
む体験を柔軟かつ利用しやすい方法で提
供する能力が求められます。

アジア太平洋地域の企業がこうした変化に
どのように対処しているのかを詳しく調べ
るために、Expedia Group は Censuswide 
社に委託し、オーストラリア、中国、インド、日
本、タイの旅行業界関係者 1,250 名を対象
に調査を実施しました。

この調査は、旅行需要の今後の動向、旅行
者が期待するものの変化に加えて、テクノロ
ジー、AI、支払方法、パートナーシップの問
題に関する旅行会社の対応状況という 3 つ
の点を主なテーマとして実施されました。

アジア太平洋地域の旅行会社が旅行者の
行動の変化にどのように適応し、AI やテクノ
ロジーへの投資にどのように取り組み、ア
ジア太平洋地域における旅行の未来に向
けてどのような準備を進めているかについ
て、詳しくご紹介します。

概要

調査方法
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エグゼクティブ 
サマリー

1
アジア太平洋地域
の旅行需要が急増
している

2
旅行者の支払方法
が多様化している

3
現地コンテンツの不
足が不満をもたらし
ている

4
アジア太平洋地域
でも AI の活用はも
はや避けられない

5
技術の進歩にシステ
ムの対応が追い付
かない

6
業務のレジリエンス
は最優先の課題

旅行業界全体で大きな課題と
なっているのは、増え続ける旅
行者需要に対応できる体制づ
くりです。成功を収めるには、
変化に対応して成長するため
に必要なシステム、サポート、
パートナーシップを確保する
必要があります。

今後 12 ～ 24 か月間で優先的
に取り組む課題として挙げら
れたのは、コンテンツの拡充、
AI による価格設定、パートナー 
API でした。しかし回答者の 3 
分の 1 が、統合の複雑さと信頼
できるパートナーの確保が依
然として大きな壁になっている
と回答しています。

AI は、アジア太平洋地域全体
で最大の関心事となっていま
す。79% の企業が少なくとも 1 
つの事業分野ですでに AI を利
用しており、97% の企業が今後
の AI 活用を計画しています。
旅行ビジネスにおける AI の主
な活用先は、カスタマーサービ
ス、マーケティング、マーチャン
ダイジング、検索サービスです。

旅行者がその土地ならではの
コンテンツや景観、娯楽を期待
しているにもかかわらず、旅行
業界は地域性や文化のニュア
ンスが反映されたコンテンツ
の創出に苦心しています。多く
の企業が、期待されるコンテン
ツを提供できないことが事業
の足かせになっていると指摘
しています。

アジア太平洋地域の旅行者は
現地で多様な支払方法を使
えることを重視するようになっ
ており、回答者の 70% 以上
が主な支払方法として後払い
購入、国際クレジット カード、
国際デビット カード、ロイヤリ
ティ ポイント、マイレージを挙
げています。

アジア太平洋地域の旅行業界
関係者の 65% が、今後 2 ～ 3 
年の間に需要が拡大すると予
想しています。最も楽観的に捉
えている市場はインドとオース
トラリアで、贅沢な旅行、格安
旅行、ビジネス旅行のいずれ
においても需要が大きく高まる
と認識しています。
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アジア太平洋
地域の旅行
需要の展望

アジア太平洋地域における旅行需要の増加は、も
はや遠い未来の予測ではなくなりました。現時点で
この傾向は明確に表れつつあり、旅行業界はすで
にその準備を進めています。回答者の 3 分の 2 近く 
(65%) が、今後 2 ～ 3 年の間に自社でアジア太平洋
地域全体の旅行需要が増加すると予想しています。

アジア太平洋地域の旅行需要の展望についての楽
観的な見方は、特定の業種に偏っているわけではな
く、業界全体に広がっています。すべての業種で成長
への期待が高まっていますが、中でもその傾向が強
いのがロイヤルティ プログラムです。ロイヤルティ プ
ログラム関係者の 78% が需要の増加を見込んでい
ます。

第 1 章
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今後 2 ～ 3 年の間に、アジア太平洋地域の旅行に関する自社への需要はどのように変化すると予測していますか ?

低予算の旅、豪華なリゾート滞在、仕
事の出張など、旅行者の目的に関わ
らず、アジア太平洋地域全体で旅行需
要が高まっています。しかもこの需要
増は特定の種類の旅行に集中してい
るわけではありません。レジャー、ビジ
ネス、地域間移動など、あらゆる旅行
の需要が伸びており、アジア太平洋地
域の旅行業界全体に幅広いビジネス 
チャンスをもたらしています。

一方で、地域全体を見ると成長の度合いは一様では
ありません。一部の市場は他の市場よりも需要の伸
びに大きな期待を寄せており、特にインドとオーストラ
リアでその傾向が顕著です。

特に期待されているのが豪華なレ
ジャー旅行であり、旅行業界関係者の 
63% がこのセグメントの成長を見込
んでいます。回答者の 10 人中 6 人以
上は、予算重視のレジャー旅行、ブレ
ジャー (出張休暇) 旅行、アジア太平洋
地域内での移動が増加することを予
測しています。これは、豪華な旅を求め
る層と予算を重視する層のどちらでも
旅行需要が高まることを意味します。

業種別の需要見通し

総合

旅行ロイヤルティ プログラム

旅行管理会社 (TMC)

旅行金融サービス事業者

オンライン旅行会社 (OTA)

16%9% 10% 37% 28%

13%

10%

21%

23%

7%

14%

33%

30%

26%

23%

6%5% 11% 44% 34%

15% 16% 6% 33% 30%

82%
インド 69%

57%

タイ

76%
オーストラリア

41%
中 国

日 本

の関係者が、今後 2 ～ 3 年の間に、 
アジア太平洋地域の旅行に関する 
自社への需要が増加すると見込んでいます。

65%

大幅に減少する ある程度は減少する ほぼ変わらない ある程度は増加する 大幅に増加する
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今後 2 ～ 3 年の間に、次の各地域への旅行需要はどのように変化すると予測していますか ?

63%

旅行関係者は 
豪華なレジャー旅行の 
需要拡大を予測

日本 

仕事のみの出張

64%

インド 

個人的な旅行を兼ねた出張

78%

中国 

豪華なレジャー旅行

48%

タイ 

格安のレジャー旅行

60%

オーストラリア 

豪華なレジャー旅行

71%国別の調査から、各市場で最も大きく成
長すると期待されている旅行セグメント
がわかります。
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旅行者の出発地についてお聞きします。今後 2 ～ 3 年の間に、アジア太平洋地域のどの出発地が自社にとって最大の成長機会になると認
識していますか ? (3 つまで選択可)

旅行者の目的地についてお聞きします。今後 2 ～ 3 年の間に、アジア太平洋地域のどの目的地が自社にとって最大の成長機会になると認
識していますか ? (3 つまで選択可)

今後 2 ～ 3 年の間に最も大きく成長する可能性がある国々今後 2 ～ 3 年を展望すると、アウトバウ
ンド需要が最も伸びるのはインド、それ
に次ぐのが日本と予測されています。イ
ンバウンド需要については、最も成長す
る可能性があると見込まれる市場はイ
ンドと香港です。

インド

33%
31%

日本

30%
28%

香港特別行政区

29%
29%

中国

27%
27%

インドネシア

26%
24%

アウトバウンド インバウンド

また、この調査結果からは、アジア太
平洋地域の成長は多様な道をたどる
可能性が高いことも明らかになってい
ます。市場、旅行者のタイプ、旅行の目
的によって取るべき戦略が変わるた
め、現地の需要動向を早期に把握し、
状況の変化に合わせて柔軟に対応し
て、各市場で旅行者が求めるものに応
じた体験を提供することの重要性が
改めて浮き彫りになっています。
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アジア太平洋 
地域の旅行者の
期待水準の上昇

アジア太平洋地域全体で、旅行情報の検索や予約シ
ステム、チェックアウト時の支払方法などのサービス
に期待される水準が急速に高くなっています。かつて
は差別化の手段として考えられたサービスが、当た
り前のサービスとみなされることが増えています。

中でも支払方法は、期待される水準が特に高くなっ
ている分野です。過去 2 年の間に、現地で多様な支
払方法を選択できることがアジア太平洋地域の旅
行者が最も重視することになりました。主要市場で
現在最もよく利用される支払方法は、後払い購入、
国際クレジット カード、国際デビット カード、ロイヤリ
ティ ポイントまたはマイレージです。

第 2 章
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2 年前と比較して、アジア太平洋地域の顧客にとって以下の各項目の重要性はどのように変化しましたか ?

しかしアジア太平洋地域では、旅行者の関心の高い
コンテンツを提供することの方が、支払方法よりもは
るかに重要です。過去 2 年間で、いくつかの要素が重
要性を増してきました。最も重視されているのが現
地で多様な支払方法を使用できることであり、次い
で AI ツールを使用した予約、サステナブルな旅行の
選択肢、柔軟な予約変更・キャンセル機能が重視さ
れています。

現地で多様な支払方法を選択できること

AI ツールを使用した予約

サステナブルな旅行の選択肢

柔軟な予約変更・キャンセル機能

新しいプラットフォームを使用した予約

母語にローカライズされた体験

会員特典を獲得して使用できる機能

パックツアー

1
2
3
4
5
6
7
8%

過去 2 年間で旅行者にとって
の重要度が高まっている要素
がいくつかあります。
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2 年前と比較して、アジア太平洋地域の顧客にとって以下の各項目の重要性はどのように変化しましたか ?

オーストラリア  

母語にローカライズされた体験

中 国  

母語にローカライズされた体験

インド 
新しいプラットフォームを使用した予約

日 本  
サステナブルな旅行の選択肢

タイ 

現地で使用できる多様な支払方法

69%

49%

70%

68%

59%

旅行者が期待することは絶えず変化していますが、
今回の調査では、各市場において重視されている要
素を把握することの重要性が示されました。ある国
で信頼性の構築につながりコンバージョン促進に寄
与した要素が、別の国でも同じ効果をもたらすとは
限りません。

セグメント分 析

各国で重要性が最も上昇した項目

オーストラリアの旅行関係者は、母語にローカライズされた
体験に対する需要の高まりを指摘しています。インドでは、新
しいプラットフォームを使用した予約方法に対する需要が高
まっています。日本では、サステナブルな旅行の人気が高まっ
ています。タイでは、現地で多様な支払方法を使用できること
が依然として重視されています。

旅行者が重視する
ことは、市場によっ
て大きく異なる場
合があります。
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アジア太平洋地域の顧客が自社を通じて旅行を予約する際、以下の支払方法を 
使用できることは、どの程度重要ですか ?

の回答者が、重要な支払方法として 
以下の選択肢を挙げました。

70

今すぐ購入 / 後払いプラン

国際企業が発行するクレジット カードおよびデビット 
カード

ロイヤリティ ポイントまたはマイレージを支払いの全額
または一部に充当

1
2
3

%
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アジア太平洋地域の旅行会社は、現地の旅行者が
期待することへの対応、価格競争力の維持、現地の
支払方法や通貨への対応、急速に進化するテクノロ
ジーや AI への適応、商品の効果的な配分など、さま
ざまな対応を求められるようになっています。

旅行会社のシステムを旅行者が意識することはない
かもしれませんが、提供される体験が遅かったり、断
片的だったり、不便だったりすると、そのシステムに
不満を感じるでしょう。そのため、旅行者が体験する
こと、特に検索、コンテンツの関連性、予約手続き、支
払い、予約後のサポートが事業の課題として顕在化
することが増えています。

旅行者に影響を
及ぼす事業上の
課題

第 3 章

12



現在のアジア太平洋地域の旅行市場に関して、自社の最も大きな問題や課題はどこにありますか ? (3 つまで選択可)

アジア太平洋地域の旅行者の関心を引きつ
けたい企業が直面する最大の課題の 1 つが、
ローカライズされたコンテンツの不足です。

アジア太平洋地域では旅行者向けにローカライズされたコンテンツが不足している

競争力のある価格やプロモーションを提供する能力が限られている

技術的な制約があるため業務が滞る

現地で使用できる支払方法または通貨に対応する能力が限られている

適切な商品を提供できていない

自社の商品を競合他社と差別化することが難しい

アジア太平洋地域の主要目的地で十分な関連商品を提供できていない

成長を目指している特定のルートや市場に対する需要が限られている

アジア太平洋地域の旅行市場における現時点での最大の課題

33%

31%

31%

31%

30%

30%

29%

28%

さらに、技術的な制約や、競争力のある価格を実現
する能力、現地での支払方法のニーズへの対応など
も課題となります。
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現在のアジア太平洋地域の旅行市場に関して、自社の最も大きな問題や課題はどこにありますか ? (3 つまで選択可)

こうしたプレッシャーは業種によって形は異なります
が、はっきりと同じ傾向が見られます。つまり、業務や
組織の問題により、旅行者の人気を集めつつある体
験を提供することが難しくなっているのです。 
 

業種によって異なる課題がいくつか浮き彫りになり
ました。OTA 企業は現地で使用できる支払方法や通
貨への対応が困難であると回答しており、TMC 企業
は自社サービスの差別化に苦心しています。また、
ロイヤルティ サービス企業や金融サービス企業は、
ローカライズされたコンテンツの不足を問題視して
います。共通する課題は「適応力」です。旅行者が期
待するものが絶えず変化する中で、そこでしか味わ
えない現地文化を感じられて、なおかつ利用しやす
い体験を、簡単に提供できるシステムが必要です。

セグメント分 析

業種別の主要課題

TMC : 自社の商品を競合他社と
差別化することが難しい 31%

ロイヤルティ プログラム :  
ローカライズされたコンテンツの不足 38%

OTA : 現地で使用できる支払方法
または通貨に対応する能力が限られている 40%

金融サービス :  
ローカライズされた コンテンツの不足 35%
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自社の顧客に影響している、アジア太平洋地域の旅行体験における最大の課題はどこにあると認識していますか ? (3 つまで選択可)

地域性が感じられる興味深いコンテンツを見つけること

34%
個人用旅行プラットフォームの検索エンジンや AI エンジンを使用した情報検索の精度

34%
不測の事態への対応

32%
最適な選択肢を見つけること

32%
予約の変更やキャンセルの手続き

30%
旅行中にサポートを受けること

28%
ポイントの獲得や特典の利用

27%
支払方法の選択肢が限られている

26%

旅行者を悩ませる大きな問題の 1 つは、現地ならで
はの雰囲気が感じられるコンテンツを発見すること
です。つまり、コンテンツの制作といった企業が舞台
裏で解決すべき課題が、旅行者の体験に直接影響を
与えるのです。

その他の課題としては、検索機能や AI を利用した
環境で適切な情報が得られないこと、予約の変更や
キャンセルに手間がかかること、不測の事態が発生
したときの対応に問題があること、支払方法の選択
肢が限られていることなどがあります。

アジア太平洋地域における旅行体験の最大の課題
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旅行者が目的地やサービスを探す方法から、予約、
支払い、変更にかかる手間まで、さまざまな要素が
旅行体験に大きな影響を与えます。

アジア太平洋地域において、 
ビジネス上の課題はもはや 
単なるバックエンドの問題に 
とどまりません。
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アジア太平洋地域の旅行業界では、これまで試験的
に導入されていた AI が日常的に利用されるように
なっています。すでに AI を利用しているか今後利用
する計画がある企業がほとんどで、多くの場合、複数
の事業部門で導入されています。旅行業界の関係者
の 79% が少なくとも 1 つの事業分野ですでに AI を
利用しており、97% が今後の AI 活用を計画していま
す。

将来的に AI が重要な役割を担うことは、もう疑いの
余地がありません。今後は、AI を利用することで旅
行体験のどの部分の価値を高められるのか、そして
企業が AI を最大限にサポートする方法について考
える必要があります。

AI の優先度と
技術的な課題

第 4 章
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以下の各分野について、自社の旅行事業における AI の利用状況に最もよく当てはまるものはどれですか ?
今後 12 ～ 24 か月の間に最優先で取り組みたい技術的課題は何ですか ? 
 (3 つまで選択可)

79
テクノロジー ロードマップにも、この幅広いトレンド
が表れています。アジア太平洋地域の旅行業界関係
者は、今後 12 ～ 24 か月間の目標として、コンテンツ
の拡充、競争力のある料金設定、AI を利用した価格
設定、社内システムの統合化促進に注力することを
挙げています。

カスタマーサービスとチャットボットは、現在の旅行
業界で AI が最も利用されている、または利用が計
画されている分野です。今後を展望すると、AI への
関心はその他の業務にも広がっています。たとえば、
マーケティングとマーチャンダイジング、不正検知、
検索レコメンデーションなどが、近い将来 AI が導入
される可能性が高い分野として挙げられています。

コンテンツの拡充と競
争力のある料金設定 34%

個人向けにカスタマイズさ
れた旅行情報のリコメンド 31%

AI を利用した価格設定と
マーチャンダイジング 33%

不正防止ツールとリ
スク管理ツール 31%

社内システムの統合化促進 32%

サービス対応の自動化  
(変更、キャンセル、返金) 31%

パートナーとの連携
強化 / API の拡充 31%

分析機能とレポート機能 29%

今後 12 ～ 24 か月における技術面の最優先
事項

の旅行業界関係者が自社の事業の
少なくとも 1 つの分野ですでに AI 
を活用しています。

%
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今後 12 ～ 24 か月の間に最優先で取り組みたい技術的課題は何ですか ? (3 つまで選択可)

AI を利用した価格設定と
マーチャンダイジング

37%

オンライン旅 行 会 社  (OTA )

旅行業界では、適切な意思決定を下し、旅行
者が期待するコンテンツを制作し、システム間
の連携を高めるために役立つテクノロジーが
求められています。

OTA や TMC が最も注目しているのは、AI を
利用した価格設定とマーチャンダイジングで
す。ロイヤルティ プログラム企業が重視する
のは、パーソナライゼーションとレコメンデー
ションです。金融サービス企業は、コンテンツ
の拡充と料金の競争力強化に注力していま
す。

セグメント分 析

各業種における技術面の最優
先事項

ロイヤルティ プ ロ グラム

36%
個人向けにカスタマイズされ
た旅行情報のリコメンド

金 融 サー ビス

37%
コンテンツの拡充と競争
力のある料金設定

35%
AI を利用した価格設定と
マーチャンダイジング

T M C
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旅行事業に新しいテクノロジーを導入する、または導入済みテクノロジーを拡大するにあたって、自社が直面している最大の
壁は何でしょうか ? (3 つまで選択可)

53% の人は、AI によるサジェストに抵抗を感じてい
ません。

66% の人は、AI が自律的に商品を購入・予約するこ
とに抵抗があると回答しています。

68% の人は依然として、AI プラットフォームよりも信
頼できる旅行会社を通じて予約することを好んでい
ます。

私たちは最近の調査で、AI と旅行者の信頼という
テーマをさらに詳しく掘り下げました。調査結果によ
ると、AI は商品の発見を後押しするだけで、予約を
後押しするのは信頼であることがわかりました。

この調査では、旅行者は旅行のヒントや計画作成
に AI を利用することに前向きですが、予約に関して
は依然として自分たちで管理したいと考えているこ
とがわかりました。こうした消極的な姿勢の背後に
は、管理できないことの懸念 (57%)、データ プライバ
シーに関する懸念 (57%)、個人データが悪用される
ことへの懸念 (56%) があります。

旅行業界に AI が普及しても
信頼性は依然として重要

しかし、テクノロジーの導入には課題も伴います。
調査対象の関係者のうち約 3 分の 1 が、主な課題と
して、統合化が複雑であることと、信頼できるパート
ナーを選定することの難しさを挙げています。AI 導
入の是非はもはや問題ではなく、いかにして役に立
つ信頼性の高い AI を整備し、旅行者の体験に大規
模に結びつけるかが課題になっています。

新しいテクノロジーを導入し拡大
するうえで最も大きな障害

信頼できる外部のパートナーやベンダーを見つけるのが難しい

既存システムとの統合が難しい

費用対効果 (ROI) が確実に得られるとは限らない

社内の他の取り組みが優先されている、ま
たは関係者の賛同が得られない

専門技術を持つ人材が社内にいない

データ プライバシー、セキュリティ、規制に関する懸念

予算や投資の規模が小さい
詳細はこちら

1
2
3
4
5
6
7
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この地域の課題は、単純な需要拡大にとどまりません。事業環境
の複雑化が進む中でも、旅行の快適さと適切なネットワーク機能
を維持することが求められています。旅行者は、旅行を陰で支える
システムを目にすることはないかもしれませんが、動作が遅かった
り、機能が断片化していたり、操作しづらかったりすると、その影響
を感じることになります。

旅行業界の舞台裏では、需要の増加、サービス提供の複雑さ、パー
トナーとの連携、サイバーセキュリティのリスク、テクノロジーの絶
え間ない変化など、数多くの課題に同時に対処することが迫られ
ています。今後、アジア太平洋地域の旅行業界は成長だけでなくレ
ジリエンスにも注力していくことになるでしょう。

事業に回復力を
もたらすのは信
頼できるパート
ナーシップ

第 5 章
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今後 2 ～ 3 年の間に自社の旅行事業の 
最大の懸念事項となるのは何ですか ? (3 つまで選択可)

旅行業界は、旧式化したシステム、複
雑な業務、急速な技術革新などの問
題から大きなプレッシャーにさらされ
ています。旅行業界全体として最も大
きな課題は、需要の急増やサービス利
用の急拡大に対応する能力の確保で
す。一方で、業種によってはサイバーセ
キュリティや不正行為のリスク、既存シ
ステムの限界といったそれ以外の懸念
事項があります。

そのプレッシャーの内容は業種によって異なりますが、大
まかな傾向は一貫しています。アジア太平洋地域の旅行
会社は、事業の拡大、業務負担の軽減、不測の事態への
効果的な対応に役立つサポートを求めています。

さらに広く見ると、アジア太平洋地域における次の段階の
競争優位性を獲得するにはイノベーションだけでなくレジ
リエンスも重要になると予想されます。需要の拡大と期待
されるサービスの高度化に伴い、堅牢なシステム、迅速な
統合化、業務を妨げず効率化してくれるパートナーが企業
に必要になってくるでしょう。

今後 2 ～ 3 年におけ
る旅行業界の最大の
懸念事項

セグメント分 析

業種別の主要課題

金融サービス ロイヤルティ プログラム オンライン旅行会社 旅行管理会社

1 需要の急増やサー
ビス利用の急拡大
に対応する能力

テクノロジーやイン
フラの更新に求め
られる設備投資

需要の急増やサー
ビス利用の急拡大
に対応する能力

需要の急増やサー
ビス利用の急拡大
に対応する能力

2 外部パートナーや外
部プラットフォーム
との連携の難しさ

AI 時代の技術革新の
速さに対応すること

外部パートナーや外
部プラットフォーム
との連携の難しさ

少数のチャネルやパート
ナーへの過度な依存

3 AI 時代の技術革新の
速さに対応すること

サイバーセキュリティ 
と不正のリスク

現行のテクノロジー
やシステムの限界

サイバーセキュリテ
ィと不正のリスク
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アジア太平洋地域へ
の旅行の未来を築く

この地域では旅行者が期待するものが急速に
変化しており、その土地に根ざした感覚的な旅
行体験を柔軟に提供できるパートナー企業には
新たなビジネスチャンスが生まれています。

Expedia Group は、Rapid API (検索・購入・予
約・予約後体験を大きくカスタマイズして提供
できるモジュール型ソリューション) やホワイト
レーベル トラベル プラットフォーム (自社ブラ
ンド化したエンドツーエンドの旅行予約サービ
スを実現にするソリューション) といった B2B ソ
リューションを提供し、旅行会社をサポートして
います。旅行者がどのようにして検索・予約・支
払い・移動を行っているのか、その傾向に常に気
を配っている企業こそが、成長できる可能性が
最も高いと言えるでしょう。

まとめ
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1
アジア太平洋地域の断片的な需要
を取り込む

2
旅行者が期待する支払方法と価値
を実現する

3
コンバージョンを妨げるローカライズ
の問題を解消する
アジア太平洋地域では、単なる翻訳では旅行者の要
望に応えきれなくなっています。企業が認知度を高め、
確かな信頼を得るためには、コンテンツ、言語、価格設
定、画像、予約方法のすべてがわかりやすく適切にロー
カライズされている必要があります。Expedia Group 
が提供するホワイトレーベル トラベル プラットフォー
ムは、パートナー各社が効果的にローカライズを進め
るために役立ちます。このプラットフォームは、複数の
販売チャネルでパートナーのブランドを反映した体験
を提供し、適切な言語や通貨に合わせてカスタマイズ
できます。さらに、旅行者に表示されるインターフェー
スを多様なデバイスで統一することが可能です。

Rapid API は、市場のニーズに合わせて予約体験をカ
スタマイズするために役立ちます。たとえば、コンテン
ツのローカライズに使用される言語コードを幅広くサ
ポートし、ショッピングや予約については幅広い通貨に
対応し、旅行者が求める決済手段に対応できます。ま
た、2,900 万枚を超える施設画像や 2,100 万枚もの客
室画像、さらに世界中の旅行者から寄せられた 5,700 
万件以上のレビューや 8,200 万件以上の評価など、
宿泊施設に関する豊富なコンテンツを利用できるた
め、パートナーは旅行者が旅を計画している段階から
信頼を獲得することができます*。

予約方法が柔軟であること、ニーズに適合しているこ
と、わかりやすいことを期待する旅行者が増えていま
す。Expedia Group は、パートナー各社が Rapid API 
とホワイトレーベル トラベル プラットフォームを利用
して支払方法の拡充、ロイヤルティ プログラムの統
合化、宿泊特典などを実現することで、旅行者の体験
を地域に合わせて最適化できるよう支援しています。
パートナーは Rapid API を利用することで、34 言語
および 38 通貨に対応した宿泊施設の検索・予約サー
ビスを提供できます*。Rapid API は 12 ブランドのクレ
ジットカードに対応しているため、パートナーは主な支
払方法のほとんどをサポートできます。

ホワイトレーベル トラベル プラットフォームを利用し
たロイヤルティ プログラムの統合化は、重要な差別化
要因となります。航空会社、金融機関、e コマース企業
などのパートナー各社は、旅行予約を自社のロイヤル
ティ プログラムに紐づけることができます。旅行者は
ポイントを支払いに充てることができ、これはパート
ナー各社が Expedia Group のグローバルな旅行商
品を通じて価値を提供することにつながります。どち
らのソリューションを利用する場合でも、パートナーは
ショッピング体験や予約体験をカスタマイズして、ロー
カライズされたコンテンツ、対応する言語や通貨の拡
充、旅行者が求める決済手段を実現できます。

アジア太平洋地域の場合、特定セグメントの旅行
者や予約行動が成長を牽引しているわけではあり
ません。複数の市場に需要が分散しているため、柔
軟性こそが競争の優位性をもたらします。Expedia 
Group が提供する Rapid API を利用して、世界中
の質の高い宿泊施設やレンタカー在庫を確保する
ことができます。

この API は堅牢性、柔軟性、安定性に優れ、カスタ
ム統合に対応します。ショッピング、予約、支払い、
予約後の体験を必要に応じてカスタマイズできま
す。さらに、Rapid API によって Rapid Flights、Car、
Activities、Trip の各 API が 1 つに集約されるため、
旅行全体を効率的に計画できるようになります。ま
た、ホワイトレーベル トラベル プラットフォームで
もこの API を活用できます。このプラットフォームで
は、ホテル、航空券、レンタカー、アクティビティ、空
港送迎、旅行パッケージ (航空券 + 宿泊) など、幅
広い海外旅行商品でエンドツーエンドの予約体験
を自社ブランドでサポートできます。

本レポートの調査結果に基づき、アジア太平洋
地域における次世代型の旅行の需要を取り込
むための実践的な手法を 5 つご紹介します。
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*Expedia Group 内部データ、2025 年

Expedia Group の旅行テクノロジー ソリューション をご覧ください。
Expedia Group とのパートナーシップによって、旅行ビジネスの新たな
収益機会を開拓する仕組みについてご紹介しています。

今すぐ始める

旅行需要の増加に対応して、事業を拡大
してみませんか。

4
AI への野心を現実世界での成果
につなげる

55

需要の急増や不測の事態に対する
レジリエンスを築く
アジア太平洋地域における旅行のあり方が変化す
る中で、パートナーには、業務をスピードアップし、
旅行者に適切なサービスを随時提供し、今後の変
化に備えるためのテクノロジーが必要になっていま
す。Expedia Group の B2B ソリューションは、柔軟
なテクノロジーとエンドツーエンドの旅行サービス
機能を提供し、パートナーのレジリエンス強化に役
立ちます。

ホワイトレーベル トラベル プラットフォームを利用
すると、システム構築の手間をかけずに、旅行予約、
サービス、ロイヤルティ プログラム体験を提供でき
ます。ビジネス ニーズに合わせて柔軟にカスタマイ
ズできる Rapid API は、エンドツーエンドの旅行ソ
リューションの実現に役立ちます。2025 年に Rapid 
API で受け付けた電話件数は 7.7 兆件、1 日あた
り平均で 210 億件に達しています*。これに加え、
Expedia Group のグローバル B2B ネットワークは
全世界で 75,000 社の企業と 20 万人のエージェン
トで構成されています。この圧倒的な規模によって、
成長と変化を支える Expedia Group の能力に対
するパートナーの確かな信頼を得ています*。

AI は急速に導入が進んでいますが、その可能性を
最大限に活かすには、旅行者が実用的に使えるも
のにする必要があります。AI を旅行者の真のニーズ
に結びつけて、多くの人に利用される体験に組み込
むことで、最大の利益を得ることができます。

Expedia Group はパートナーに柔軟性の高い 
Rapid API を提供し、AI を利用した検索機能、ショッ
ピング体験、サービス体験を実現できるようにする
ことで、インテリジェントな旅行体験を構築できるよ
う支援しています。これには、現在主流になりつつ
ある自然言語検索やエージェント機能を利用した
ユーザー ケースも含まれます。パートナーはホワイ
トレーベル トラベル プラットフォームを利用して、
Smart Trip AITM などの機能によって旅行体験に AI 
をより直接的に組み込めるだけでなく、パートナー
側の体験においても AI を活用した自由度の高いカ
スタマイズが可能となります。

パ ートナ ーシップ について

https://partner.expediagroup.com/ja-jp/solutions/build-your-travel-experience
https://partner.expediagroup.com/ja-jp/solutions/build-your-travel-experience



